
指定管理者モニタリング結果報告書（令和 5年度分） 

・施設名   ：綾歌健康づくりふれあいセンター 

・施設所管部課：健康福祉部高齢者支援課（連絡先：0877－24－8831） 

・指定管理者 ：太平ビルサービス株式会社 高松支店 

区   分 内    容 

実施時期 
（定期）毎翌月末までに実施 

（随時）上記以外、必要に応じ実施 

実施方法 

（定期）業務報告書を翌月に受け取り、必要のある場合は内容確認・聞 

き取り並びに現地調査を実施 

（臨時）業務報告書を基に必要ある場合は現地調査を実施 

    事業報告・決算報告提出後、聞き取り 

実施結果 

① 施設の状況 

リスク分担表に基づき、随時施設の修繕を実施している。令和 5 年度は

指定管理者により源泉配管修繕等 15 件、市により受水槽室源泉用加圧給

水ﾕﾆｯﾄ修繕工事等 2 件の修繕を実施した。施設や設備の老朽化による修

繕は毎年発生しているので、緊急度、重要度等から優先順位をつけて実

施している。 

② 施設の利用状況 

 

 令和 4年度 令和 5年度 前年比 

施設利用者数 48,975 人 62,875 人 128.4％ 

利用料収入 12,020,990 円 15,428,070 円 128.3％ 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用者数 679 人 578 人  85.1％ 

利用者数、利用料収入は増加し、コロナ禍以前の水準まで回復した。ま

た、ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽ利用者に関しては、新規利用者より登録削除者が上回り減

少している。 

③施設利用者の意向

把握と対応 

意見箱を設置しているが、直接事務所に伝える方もいる。可能なものに

ついてはすぐに対応している。R5年度 意見件数 30 件。 

③ 管理体制 

支店担当者も週 1 回以上は現場に出向いており、現場と支店が連携して

業務に取り組んでいる。OJT の手法を用いて、業務効率向上、不安解消、

定着率向上に努めている。さらに、職員に対し、マナー及びコンプライ

アンス研修を実施し、スキルアップを図っている。 

④ 管理経費 

令和 5 年度は、利用料収入が増額となった反面、物価や光熱水費の高騰

により支出も増加したため、収支としてはコロナ禍以前の水準には戻っ

ていないが、概ね事業計画書の範囲内で管理できている。職員で対応で

きることは職員が実施し、経費削減に努めている。 

⑤ 緊急時の対応に

ついて 

台風等自然災害について、対応表や緊急連絡体制表を作成しているほか、

避難訓練等を含んだ総合訓練を実施し、緊急時に備えている。 

⑦そ の 他 
(指定管理者の業務
遂行能力等) 

指定管理者の業務遂行能力について大きな問題はなく、管理指定管理業

務の継続的な実施に支障は見られない。 

⑧改善指示事項 施設の不具合発生時には市に速報し、必要があれば指示を得ること。 

実施結果に対する所管課の意見 

設備の老朽化など施設維持管理に苦心する部分を民間企業のノウハウを

生かして経費削減や効率的な管理に努めており、適切な事業運営がなさ

れている。 

今後の施設管理に反映(改善)す

る事項 

施設や設備の老朽化による修繕は事故や施設の運営に支障がないよう、

優先順位をつけて対応し、同時に中長期的な修繕計画を策定し実施して

いくことで安定的な収支を保つ必要がある。また、将来的な施設の在り

方の検討を関係者並びに関係各課と行っていく。 



 


